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日
時　

２
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

仁
井
田
佳
之
氏
（
仁
井
田
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
）

会
費　

無
料

定
員

80
人

採
用
力
強
化
の
た
め
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
１
２
０
％
活

用
術

【
会
員
・
家
族
対
象
】
雇
用
セ
ミ
ナ
ー

　

令
和
６
年
の
保
険
改
定
を

見
返
し
て
も
、
国
は
歯
科
医

師
が
歯
周
病
を
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
国
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
我
々
歯

科
医
師
に
期
待
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
以
前

の
う
蝕
治
療
や
補
綴
治
療
中

心
の
歯
科
診
療
で
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

歯
周
病
治
療
及
び
予
防
管
理

を
中
心
と
し
た
診
療
所
を
作

っ
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
大

き
な
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
歯
周
病
治
療
と

予
防
管
理
は
歯
科
医
師
一
人

で
行
う
も
の
で
は
な
く
、
診

療
所
の
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た

オ
ー
ル
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん

で
患
者
様
に
提
供
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
チ
ー

ム
を
構
築
す
る
こ
と
は
日
々

試
行
錯
誤
と
苦
難
の
連
続
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
昨
今
の
イ

ン
フ
レ
や
賃
上
げ
に
も
ス
タ

ッ
フ
の
生
活
を
守
り
、
歯
科

医
院
を
経
営
し
て
い
く
我
々

は
必
ず
対
応
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
患

者
様
の
歯
周
病
に
対
す
る
認

知
は
以
前
に
比
べ
大
幅
に
高

ま
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

正
し
い
知
識
で
あ
る
こ
と
は

少
な
く
誤
っ
た
知
識
を
持
っ

て
い
る
場
合
も
多
々
あ
る
。

そ
の
た
め
、
し
っ
か
り
と
し

た
説
明
を
行
い
患
者
様
と
の

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
小
さ
な
思
い
違

い
が
長
期
に
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
大
き
な
ズ
レ
と
な
っ

日
時　

２
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場

大
阪
市
立
難
波
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

「
セ
ミ
ナ
ー
・
展
示
室
」

　
　
　

（「
Ｊ
Ｒ
難
波
」
駅
上
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
ビ
ル
４
階
）

講
師　

井
上
弘
之
税
理
士

会
費　

無
料　
　

定
員

20
人

持
参
物
「
保
険
医
の
経
営
と
税
務
２
０
２
５
年
版
」

　
　
　

※
２
月
５
日
付
の
新
聞
に
同
封
し
ま
す

確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
―
税
制
の
改
正
点
と
医
業
税
制

【
会
員
・
家
族
対
象
】
確
定
申
告
直
前
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

河
野
智
生
氏
（
住
吉
区
開
業　

こ
う
の
歯
科
院
長
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員

80
人

歯
周
病
管
理
を
中
心
と
し
た
歯
科
医
院
構
築
に
つ
い
て

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

３
月
１
日
（
土
）
①
総
会　

午
後
６
時
〜
、

　
　
　

②
講
演　

午
後
６
時
30
分
ご
ろ
〜

会
場　

江
坂
・
サ
ニ
ー
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
本
館
２
階
・
鷹
の
間

講
師　

胡
健
介
弁
護
士
（
胡
法
律
事
務
所
）

会
費　

無
料

定
員

40
人

医
事
紛
争
に
お
け
る
患
者
対
応
（
歯
科
）（
仮
）

【
会
員
対
象
】
北
大
阪
地
区
総
会
記
念
講
演

専門家による
無料相談

法
律
相
談
　

２
月
３
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税
務
相
談
　

２
月
19
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇
用
相
談
　

２
月
20
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

理
事
会
で
訴
え
る
中
村
理
事

て
、
後
々
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な

問
題
と
し
て
現
れ
る
原
因
と

な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、

歯
周
病
を
治
療
及
び
予
防
管

理
す
る
に
あ
た
り
当
然
の
こ

と
で
あ
る
が
患
者
様
の
様
々

な
資
料
を
し
っ
か
り
採
取

し
、
で
き
る
限
り
正
確
な
審

査
・
診
断
を
行
い
、
日
本
歯

周
病
学
会
が
示
し
て
い
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
治
療

及
び
管
理
を
行
う
こ
と
が
最

も
効
果
的
で
あ
り
効
率
的
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
今
回
私
自
身
が
日

々
の
診
療
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
を
ご
説
明

す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
様
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら

幸
い
で
あ
る
。

（
詳
細
、
行
事
案
内
参
照
）

　

去
年
の
12
月
３
日
、
韓
国

で
突
如
戒
厳
令
が
発
令
さ
れ

た
。
戒
厳
令
の
発
令
は
、
軍

事
政
権
下
の
91
年
以
来
。
戒

厳
令
が
発
令
さ
れ
る
と
、
デ

モ
や
集
会
を
は
じ
め
国
民
の

政
治
的
行
動
は
制
限
さ
れ
、

マ
ス
コ
ミ
は
軍
の
監
視
を
受

け
全
て
の
行
政
・
司
法
が
軍

の
管
理
下
に
置
か
れ
る
と
い

う
。
要
す
る
に
独
裁
。
自
民

党
が
目
指
す
「
緊
急
事
態
条

項
」
が
正
に
こ
れ
だ
と
思
う

と
戦
慄
が
走
る
。

　

４
日
夜
、
ソ
ウ
ル
在
住
の

知
人
（
韓
国
籍
、
女
性
、
59

歳
）
に
電
話
を
掛
け
、
当
日

の
様
子
を
聞
い
て
み
た
。
３

日
夜
、
第
一
報
が
テ
レ
ビ
で

流
れ
た
時
は
「
フ
ェ
イ
ク
ニ

ュ
ー
ス
だ
と
思
っ
た
」
と
。

し
か
し
そ
の
後
野
党
党
首
が

国
民
に
向
か
い
、
国
会
に
集

合
す
る
様
呼
び
掛
け
た
た
め

緊
迫
し
た
事
態
を
認
識
。
近

く
に
住
む
姉
と
甥
と
一
緒
に

国
会
に
向
か
っ
た
と
の
事
。

　

戒
厳
令
を
失
効
さ
せ
る
に

は
、
国
会
の
議
場
で
反
対
案

を
成
立
さ
せ
る
事
が
唯
一
の

手
段
。
故
に
軍
に
議
場
を
制

圧
さ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
。
軍

を
国
会
内
に
入
れ
な
い
た
め

知
人
は
「
人
間
の
壁
」
に
な

っ
て
武
装
兵
士
と
対
峙
し

た
。
高
校
時
代
に
光
州
事
件

を
経
験
し
た
世
代
な
の
で
、

「
何
と
し
て
も
止
め
な
け
れ

ば
」
の
気
概
だ
っ
た
と
い

う
。
幸
い
兵
士
が
好
戦
的
で

も
威
圧
的
で
も
な
か
っ
た
の

で
事
無
き
を
得
た
と
。

　

こ
の
日
の
国
会
集
合
に
若

い
人
の
参
加
が
少
な
か
っ
た

と
嘆
い
て
い
た
知
人
だ
が
、

そ
の
後
の
報
道
を
見
る
と
、

最
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い

る
の
は
若
い
世
代
で
、
更
に

言
え
ば
若
い
著
名
人
（
芸
能

人
）
も
積
極
的
に
政
治
的
発

言
・
行
動
を
し
て
お
り
、
成

熟
し
た
民
主
主
義
を
実
感
す

る
。
日
本
で
も
こ
れ
を
他
山

の
石
と
し
て
、

権
力
の
暴

走
、
若
者
の
政
治
参
加
、
民

主
主
義
と
は
何
ぞ
や
？
等

々
、
議
論
を
深
め
る
べ
き
だ

と
痛
感
す
る
。

日
時　

２
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

歯
科
臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

５
千
円　
　

定
員

15
人

※
１
医
院
に
つ
き
２
人
ま
で

※
「
正
確
な
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
」

（
定
価
４
０
７
０
円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま

す
。
院
所
で
一
冊
購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

歯
周
病
管
理
を
中
心
と
し
た

歯
科
医
院
構
築
に
つ
い
て

河
野
智
生
氏
（
住
吉
区
・
こ
う
の
歯
科
院
長
）

抄
録　

２
月
度
生
涯
研
修

成熟した民主主義を実感
斎賀　史郎（豊中市）

韓国戒厳令　若者が政治参加

核廃絶へ国際フォーラム
協会　参加・協賛金の協力を呼びかけ

日本キャンペーン

　

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
や

反
核
医
師
の
会
な
ど
約
40
の

団
体
や
個
人
で
つ
く
る
核
兵

器
廃
絶
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
母
体

と
し
た
「
核
兵
器
を
な
く
す

日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

第
３
回
核
兵
器
禁
止
条
約
締

約
国
会
議
へ
向
け
て
核
兵
器

廃
絶
の
機
運
を
高
め
よ
う
と

２
月
８
〜
９
日
、「
被
爆
80

年　

核
兵
器
を
な
く
す
国
際

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

く
。

　

協
会
は
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
賛
同
団
体
で
あ
り
、
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
協
賛
す
る
立

場
か
ら
、
１
月
11
日
の
理
事

会
で
中
村
新
太
郎
理
事
が
協

力
を
提
案
。
理
事
会
と
し
て

会
員
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参

加
と
協
賛
金
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

理
事
会
で
は
日
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局
の
松
村
真
澄

氏
ら
が
ウ
ェ
ブ
で
参
加
し
、

「
被
爆
80
年
は
日
本
中
で
戦

争
を
振
り
返
る
こ
と
に
な

る
。
各
地
か
ら
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
平

和
へ
向
か
う
機
会
と
し
た

い
」
と
協
力
を
訴
え
た
。

　

国
際
社
会
で
は
核
使
用
を

め
ぐ
る
緊
迫
し
た
状
況
が
続

く
一
方
、
日
本
被
団
協
が
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
核
廃
絶
へ
向
け
た
運
動

が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

３
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

か
れ
る
核
禁
条
約
締
約
国
会

議
で
は
、
被
爆
国
で
あ
る
日

本
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す

る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
被
爆
80
年
の
節
目
に

重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い

る
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
８
日

に
国
際
的
な
活
動
家
を
招
い

て
核
廃
絶
へ
の
現
実
的
道
の

り
を
探
り
、
９
日
は
多
様
な

団
体
が
分
科
会
を
開
き
、
市

民
の
関
心
を
高
め
る
。
東
京

か
ら
締
約
国
会
議
へ
向
け
核

廃
絶
を
求
め
る
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
す
る
。

　

分
科
会
で
は
反
核
医
師
の

会
・
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会

が
「Don't 

Bank 
on 
the 

Bomb

」
（
核
兵
器
に
お
金
を

貸
す
な
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
）
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
報
告
す

る
。
中
村
理
事
が
登
壇
す
る

予
定
。

　

協
会
は
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

成
功
へ
向
け
、
多
く
の
会
員

の
参
加
と
協
賛
金
の
協
力
を

訴
え
る
。

日程　２月８日（土）～９日（日）
会場　東京・聖心女子大学、オンライン
費用　オンライン（無料）、現地（有料チケット）
８日・全体会（講演・パネルディスカッション）
・ 田中煕巳氏（日本被団協代表委員）
・ アレクサンダー・クメント氏（オーストリア外務省
軍縮局長）

・ ヒナメラ・クロス氏（マオヒヌイ仏領ポリネシア国
会議員）ほか
９日・分科会
※詳細はウェブサイトに掲載予定→

フォーラムの協賛金にご協力お願いします
・ １口１万円（団体・個人）
・ １口につき２日通しチケット１枚を贈呈（最大５枚
まで）

・ ３口以上の場合、ウェブサイトに 
お名前を掲載（希望者）

協賛はQRコードからお願いします→

被爆80年
核兵器をなくす国際市民フォーラム

―核兵器にお金を貸すな―


